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問
／
新
潟
県
に
お
け
る
新
規
学
卒
就
労
者
の
う
ち
、
３

年
以
内
の
離
職
率
は
35
・
５
％
と
な
っ
て
い
る
。
若
手

社
員
定
着
支
援
事
業
に
６
年
間
取
り
組
ん
で
き
た
中
で

の
課
題
と
今
後
の
方
向
性
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
／
新
入
社
員
向
け
等
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に
１
６
２
社
、
９
２
５
人
が
参
加
し
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
離
職
率
が
減
少
す
る
な
ど
一
定
の
効

果
が
み
ら
れ
、
若
者
の
就
労
意
識
の
変
化
を
感
じ
て
い

る
。
市
と
し
て
は
、
従
来
の
事
業
に
加
え
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
践
な
ど
、
国

や
県
、
商
工
団
体
と
と
も
に
地
域
に
お
け
る
雇
用
の
安

定
・
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

昨
冬
の
大
雪
災
害
の
経
験
を
次
に
い
か
す
制
度
提
案

問
／
万
が
一
に
備
え
、
農
業
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計

画
書
）
の
周
知
と
、
民
間
事
業
者
（
サ
ー
ビ
ス
業
等
）

の
駐
車
場
等
へ
の
条
件
付
き
除
排
雪
補
助
制
度
や
融
雪

設
備
工
事
費
補
助
制
度
な
ど
を
望
む
が
ど
う
か
。

答
／
近
年
の
台
風
や
異
常
高
温
な
ど
を
考
え
る
と
、
農

業
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
有
効
と
考
え
る
。
関
係
各
所
と
連
携
し
、

周
知
し
て
い
く
。
ま
た
、
民
間
事
業
者
の
駐
車
場
等
は

自
己
の
所
有
物
と
い
う
観
点
か
ら
補
助
制
度
創
設
は
難

し
い
と
考
え
る
が
、
自
然
災
害
な
ど
、
多
く
の
企
業
の

経
営
が
懸
念
さ
れ
る
よ
う
な
事
態
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、
そ
の
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、
迅
速
か
つ
実
情
に

応
じ
た
支
援
を
し
て
い
く
。

若
手
社
員
定
着
支
援
事
業
の

�

方
向
性
は

宮
﨑
　
朋
子
（
創
風
）

問
／
自
転
車
利
用
者
に
損
害
賠
償
保
険
へ
の
加
入
を
義

務
付
け
る
動
き
が
加
速
し
て
い
る
。
当
市
で
は
ど
う
か
。

答
／
当
市
に
お
け
る
自
転
車
損
害
賠
償
保
険
の
加
入
促

進
に
向
け
た
取
組
と
し
て
、
小
中
学
校
で
実
施
し
て
い

る
自
転
車
交
通
安
全
教
室
や
毎
年
５
月
の
自
転
車
安
全

月
間
の
取
組
な
ど
に
お
い
て
、
自
転
車
事
故
で
の
高
額

損
害
賠
償
事
例
を
紹
介
し
、
自
転
車
利
用
者
の
損
害
賠

償
保
険
加
入
の
重
要
性
に
つ
い
て
普
及
啓
発
に
努
め
て

い
る
。
自
転
車
損
害
賠
償
保
険
の
加
入
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
義
務
付
け
る
の
で
は
な
く
、
保
険

加
入
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
普
及
啓
発

活
動
を
継
続
し
、加
入
を
促
進
し
て
い
く
。

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
進
捗
状
況
は

問
／
令
和
３
年
４
月
か
ら
小
中
学
校
で
始
ま
っ
た
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
取
組
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答
／
現
在
、
ほ
と
ん
ど
の
学
校
に
お
い
て
児
童
生
徒
に

対
し
ク
ラ
ウ
ド
や
端
末
の
利
用
に
不
可
欠
な
パ
ス
ワ
ー

ド
の
適
切
な
管
理
に
つ
い
て
指
導
し
、
使
用
を
開
始
し

て
い
る
。

問
／
今
後
の
端
末
の
入
替
え
と
廃
棄
の
サ
イ
ク
ル
は
。

答
／
他
の
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
と
同
様
、
６
年
間
の
利
用

を
見
込
ん
で
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
修
繕
等
を
行
い
、

適
切
に
管
理
し
て
い
く
。
現
時
点
で
は
更
新
の
時
期
や

方
法
な
ど
は
未
定
。
導
入
時
同
様
、
国
へ
財
政
支
援
を

要
望
す
る
な
ど
、
財
源
の
確
保
に
努
め
る
。

市
民
の
交
通
安
全
に
対
す
る

�

意
識
を
高
め
る
た
め
に

小
山
　
よ
う
こ
（
創
風
）

問
／
保
倉
川
放
水
路
整
備
の
今
後
の
具
体
的
な
ル
ー
ト

の
提
示
や
全
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
見
通
し
は
。

答
／
本
年
３
月
に
、
地
域
の
西
側
を
通
る
概
略
ル
ー
ト

が
決
定
し
た
段
階
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
具
体
的
に
示

さ
れ
て
い
な
い
が
、
引
き
続
き
、
国
に
お
い
て
関
川
水

系
河
川
整
備
計
画
の
変
更
に
向
け
た
手
続
き
が
進
め
ら

れ
る
と
と
も
に
、
放
水
路
計
画
を
よ
り
具
現
化
す
る
た

め
の
調
査
・
設
計
が
実
施
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

問
／
以
前
か
ら
放
水
路
整
備

と
併
せ
、
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
構
想
の
提
示
が
必
要
不
可

欠
と
訴
え
て
き
た
。
現
在
ど

こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

答
／
良
好
な
水
辺
空
間
と
一

体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
こ
と
が
極
め
て
重

要
と
認
識
し
て
い
る
が
、
現

時
点
に
お
い
て
放
水
路
整
備

に
よ
る
周
囲
へ
の
影
響
範
囲

が
不
確
定
で
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
具
体
的
な
検
討
作
業

に
は
至
っ
て
い
な
い
。今
後
、

国
に
よ
る
放
水
路
計
画
の
具

体
化
に
合
わ
せ
て
、
地
域
の

皆
様
と
丁
寧
な
話
合
い
を
重

ね
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

保
倉
川
放
水
路
整
備
と
、

�

ま
ち
づ
く
り
の
動
向
は

波
多
野
　
一
夫
（
み
ら
い
）


